
営農せんりゃく便り 令和６年７月11日
№.８４

営農戦略室 人事異動のお知らせ

７月1日付で異動があり、営農戦略室は新体制になります。
各担当における主要業務の変更はありませんが、メンバーの転出・加入が
ありましたので、ご紹介します。

新規メンバー【営農・担い手支援担当】
 もり み  わ

森 美和

転出
尾上 晶子 営農戦略室 → 中央会総務部

お世話になりありがとうございました。総務部に異動になりましたが、引き続
きどうぞよろしくお願いいたします。

6/28・6/29 能登北部JA農機センターにて支援物資を配布

６月２８日（金）、２９日（土）に能登北部ＪＡ農機センターにて実施された【能登半
島地震復興応援フェア】自動車・農機展示会で、ＪＡ石川県青壮年部協議会（以
下、県青協）およびＪＡ石川県女性組織協議会（以下、県女協）が能登半島地震
復興のため、支援物資の配布を行いました。両日合わせて、約２５０名の来場者
に物資をお渡ししました。営農戦略室からも２名が参加し、今後もより一層支援活
動に励んでいくことを決意しました。

支援物資として、県青協では、県内外から
お贈りいただいた義援金で購入したネック
クーラーのほか、軍手やボールペンなどの
物資を配布しました。県女協では、県内外
からお贈りいただいた義援金で購入した
ルームライトに加え、日用品などこれまでに
組織宛にいただいた物資の配布も行いまし
た。

政策
推進

７月１日付で戦略室に配属

となりました。早く皆様のお

役に立てるよう頑張ります。



5/24令和６年度次世代総点検運動管理者会議（ＷＥＢ）を開催

５月２４日（金）にＪＡ、県・市町行政、県農業会議の出席のもと、次世代総点検
運動管理者会議を開催しました。会議では、令和５年度までの取組み経過から
令和６年度の具体的な進め方を共有しました。また、石川県農業経営戦略課か
ら県内の地域計画作成の進捗状況の説明があったほか、戦略室から他県の取
組事例を紹介しました。

令和６年度は運動は集中実践期間の最終年度となることから、取り組みを振
り返るとともに、課題や成果を次期計画に反映させていくタイミングとなります。

なお、全中が作成した「次世代総点検運動の実践に向けて～実践JAの取り
組み事例集～vol.2 」（令和６年５月作成）を５月下旬に各ＪＡ担当部署に配布し
ました。

全国各地の事例として、ＪＡ金沢市の取り組み経緯やポイントなどが記載され
ておりますので、実践にご活用ください。

＜運動の実施項目と進め方＞

地域の現状や将来見通し等、点検結果の妥当性検証と、農業者との話し合い
による優先取組地区 ・ 部会の課題確認と取組具体策の実行を進めていただく
ため、引き続き、関係機関と連携し、各地域でのチーム会議や個別協議に戦略
室も参画しサポートさせていただきます。

営農
担い手



令和６年度 ＴＡＣ活動改善プロジェクト 開始

今プロジェクトでは、TAC担当者がより良い活動
が出来るよう、前年度に引き続き、ファームサイド
株式会社・佐川氏を講師にスキル向上を図りなが
ら、情報共有や意見交換を行い、課題の解決を
図っていきます。

また、今プロジェクトの結果を、２月開催予定の
石川県版ＴＡＣパワーアップ大会にて報告・共有し、
県全体のレベルアップを図ることとしております。

本年度も営農戦略室では県内のＴＡＣ活動の更なる活性化を目的に「ＴＡＣ活動
改善プロジェクト」を実施することとしており、今般、第１回プロジェクト会議を開催
しました。

営農
担い手

いしかわＧＡＰ（認証基準２０２４）が始まりました

５月１日から、新しい『いしかわＧＡＰ（認証
基準２０２４）：以下、いしかわＧＡＰという』が
始まりました。

いしかわＧＡＰは、農林水産省が実践が必
要と定める「国際水準ＧＡＰガイドライン」に
準拠し、旧いしかわＧＡＰと比べ、より充実し
た内容となりました。JGAPやGLOBLE.GAP
とは異なり、無償で認証を受けることができ
ます。

石川県ＧＡＰ推進協議会ではＧＡＰ研修（Ｇ
Ｈ農場評価員養成基礎研修会）を初めとし
た研修会の開催し、いしかわＧＡＰの認証を
希望する農業者へ適切な営農指導を実践
できる人材の育成を進めていきます。

このいしかわＧＡＰを１件でも多くの農業者
に認証いただくため、いしかわＧＡＰチラシや
取組マニュアルを作成しましたので、推進や
取得支援についてご協力をお願いします。

営農
担い手



6/25野菜栽培技術研修(ハウス高温対策)を開催

【問合先】ＪＡグループ石川営農戦略室    TEL：076-240-5052 FAX：076-240-9120

～７月以降の予定～

６月２５日（火）、園芸種苗センターにて野菜栽培技術研修（ハウス高温対

策）を開催しました。全農西日本事業所吉田征司講師にハウス栽培のトマトを

題材に講演いただき、作業管理の徹底や優先順位のつけ方の重要性に説明

いただきました。

㈱アグリライン石川資材センターからは排熱システム「ダクトインレットファン」、

遮光資材「レディヒート」を説明いただきました。全農いしかわ園芸種苗セン

ターからは暑さ対策資材「アツミノリ」をご説明いただきました。

県内の生産者、JA関係者、県の普及員の方、合わせて３８名の方に参加い

ただき、作業の優先順位や暑さ対策資材について様々な質問があがり、トマト

を中心に施設園芸品目の高温対策を考える良い機会となりました。

日 時 内 容

７月９日（火） かぼちゃWG先進地視察 ＠ＪＡ魚沼（新潟県）

７月１０日（水） 農産物直売所連絡協議会 第2回 連絡会議

７月１０日（水）１０：００～ 第２回ＴＡＣアグリビジネススクール

７月１２日（金）１０：００～ 事業間連携研修会

７月１６日（火）・７月１７日（水） うぃずＯｎｅトマト・パプリカ・巡回

７月２９日（月）１３：３０～ 第２回担い手サポートセンター会議

園芸
振興
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